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１． 利用者の皆様へ 
当今庄３６５スキー場の索道事業に対して、日頃のご利用とご理解、誠に有難うご 

 ざいます。当スキー場は平成１８年度より索道の安全規範を策定し、第一に安全の確 
 保を掲げ、法令の遵守とともに安全輸送に努めております。 
  本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組みや安全の実態に 
 ついて、自ら振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。皆様か 
 らの声を輸送の安全に役立てたく、是非、積極的なご意見を頂戴できれば幸いです。 
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２．基本方針と安全目標 
（１）基本方針 
  当スキー場は、安全の確保を第一に掲げ、安全管理規定を基本とし独自に「今庄 
 ３６５スキー場索道安全規範」を定め理事長以下従業員全員に周知・徹底しておりま 
す。 

今庄３６５スキー場安全規範 

安全規範３本柱 
１．安全の確保は、輸送の使命である。 
２．規定の遵守は、安全の基礎である。 
３．執務の厳正は、安全の要件である。 

安全要領５本柱 
１．輸送業務の最大の使命は安全の確保である。 
２．安全の確保は、規定の理解と遵守及び執務の厳正から始まり、日々の研鑽によって 
  築き上げられる。 
３．安全の確保に最も大切なことは、確認の励行と連絡の徹底である。 
４．安全の確保のためには、職責を超えて一致協力しなければならない。 
５．判断に迷ったときは、最も安全と認められる行動をとらなければならない。 
 
（２）安全目標 
  平成１８年度の安全目標は「索道運転事故発生０件」であり、無事これを達成する 
 ことができました。平成１９年度も引き続き「索道運転事故発生０件」を安全目標に 

 掲げ、安全の確保に努めます。 



 

３．事故等の発生状況とその再発防止措置 

（１）索道運転事故 
  平成１８年度、索道運転事故は発生しておりません。 
 
（２）災害（地震、暴風雨、豪雪等） 
  強風のため平成１９年２月１４日（水）全リフト運行を休止いたしました。 
  なお、今期は雪不足により、リフトの運行状況は前年度（平成１７年度）に比べ 
 大幅に減少いたしました。 

運行状況比較表 
索道名 年 度 運行日数 輸送人員 

Ｈ１７ ８５日 ３０４，３２４人 
今庄第１ペアリフト 

Ｈ１８ ４日 １２，８４８人 
Ｈ１７ ８３日 ２０７，１５７人 

今庄第２クワッドリフト 
Ｈ１８ ２５日 ３１，１７２人 
Ｈ１７ ２７日 １３９，３８４人 

今庄第３ペアリフト 
Ｈ１８ ６０日 １８８，９０１人 
Ｈ１７ ７３日 ４９，７２４人 

今庄第４ペアリフト 
Ｈ１８ ７日 ６，６８７人 

 
（３）インシデント 
  平成１８年度、国土交通省へのインシデントの報告はありませんでした。 
 
（４）行政指導等 
  平成１８年度、監督官庁からの行政指導はありませんでした。 
 
４．輸送の安全確保のための取組み 
（１）人材教育及び緊急時対応訓練 
  当スキー場では、スキー場オープンを前に全索道係員を対象とした研修会及び救助 
訓練を実施いたしました。 

  研修会につきましては、平成１８年１１月２９日に実施し、「平成１８年度索道技 
術管理者研修会テキスト」等より事故事例を参考になぜ事故が発生したのか、どうす 
れば事故を防げたのか等質疑応答形式で行い、索道係員としての安全意識の向上を目 
指し開催いたしました。 



平成１８年度索道係員研修会（平成１８年１１月２９日） 

 
  緊急時の対応訓練といたしまして、全索道係員を対象に平成１８年１２月１７日に 
 救助訓練を実施いたしました。救助装置の取り扱いや救助時の心構え等を説明した後 
 今庄第３ペアリフトにおいて訓練を実施いたしました。 

救助訓練（平成１８年１２月１７日） 

 
 
 




